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平野謙著作年表稿（戦前）
旭日ヨ純人
事ま　じめをこ
本稿は青山毅氏作成の「平野兼書誌」（『平野詳全集』第13巻、新潮社昭和50年12
月25日発行）を基に、対談・座談会を含む昭和20年末までの平野兼の全署作を発表年月
日順に並べ、それぞれを初出発表時の原題、筆名（平野兼以前のものに限る）、初出詰紙名、
初出誌印刷納本・発行年月日、掲載貢の腰に記した。なお、初出発表時の原題については、
原則として、本文と共に掲載されている標題及び副題を、新漢字、旧仮名によってそのまま
記すことにした。シリーズ名・樹名・特集名等、標題または副題の一部とは見なし難いもの
については、目次等を参照の上、標題の前に：印をつけて示した。また、執筆・脱稿年月日
が明記されているものについては、印刷納本・発行年月日の後に（）をつけて補った。
その他、表中に用いた符号の意味は、次の通りである。
？　初出現物またはそのコピーを未確認のもの。
＊　　冒平野謙全集』に収録されていないもの。
＠　平野藷に関する参考資料（二段下げで記載した）。
［］『平野兼全集』における収録巻数および襟題・改題名。
＜　＞締着が補った説明事項。
≪　≫‾‾再録単行本・叢書の番号（青山毅氏塙r平野謙書誌」第4部の「著作目録一覧」につ
けられている通し番号をそのまま使わせて環いた）。
以下に、本稿に関係する再録単行本・叢書一覧を、その番号、単行本・叢書の穣題、
発行所、発行年月日の媚に記載する。
再録単行本・叢書一覧
番号　単行本・叢書の標題
1．島崎藤村
2．現代作家論
4．知識人の文学
6．島崎藤村（市民文庫）
7．島崎藤村（河出文庫特装版）
9．現代の作家
10．戦後文芸評論（戦後代表文芸評論遵3）
14．島崎藤村（現代作家論全集2）
19∴島崎藤村一入と文学（新潮文庫）
24．知識人の文学（名著シリーズ）
31．はじめとおわり
38．於母影
大　14　　1925
？＊コント：指
平野朗　筆名
－25・
発行所
筑摩書房（北海道支社）
南北書園
近代文庫社
河出書房
河出書房
青木書店
青木書店
五月書房
新潮社
講談社
講談社
集英社
発行年月日
昭和22．8．10
昭和22．11．15
昭和23．10．1
昭和28．7．15
昭和31．1．15
昭和31．5．1
昭和31．11．15
昭和32．11．30
昭和35．9．30
昭和41．8．5
昭和46．2．27
昭和47．8．25
文芸日本1巻5号　大正14年8月号（特車コント号）
文芸日本社
大正14年9月9日印刷　8月1日発行
P．53
＜岐阜中学時代の懸賞応募作品＞
昭和4　（1929
？『わが家の平和ヱ［全集13巻　『わが家の平和』コ
平野朗　筆名
八高校友会誌，し59号
昭和4年3月9日発行
ウ
り
稚恋（第一話）［全集13巻　碓恋（第一話）］≪31≫
平野朗　筆名
八高校友会誌　60号
昭和4年5月9日発行
稚恋（第二話）［全集13巻　稚恋（第二話）］≪31≫
平野朗　筆名
八高校友会誌　63号
昭和4年11月9日発行
§昭和5年　r1930）
？　回想・北川静男［全集13巻　回想・北川静男コ　≪31≫
？　筆名
北川重夫繍『光真美』
昭和5年12月9日発行
昭ロ6　　1931
なし
l沼ロ7　　1932
9＊国際プロレタリア文学運動の諸成果　一その1－　スペイン　F・W・ケルジン
小林良雄　筆名（訳）
マルクス・レーニン主義芸術学研究　改題第二輯
プロレタリア科学研究所芸楯学研究会
昭和7年9月？日印刷　11月30日発行
P．220～224
－28－
．昭ロ8ノ　1933）
プティ・ブルヂョア・インテリゲンツイアの道一唐木順三氏のア現代日本文学序説』を
読むで－［全集1巻　プティ・ブルジョア・インテリゲンツイアの道コ　≪10・24≫
荒木信五　筆名
クオタリイ日本文学　第1朝
耕進社
昭和8年1月25日印刷　1月28日発行（昭和7年12月初旬執筆）
P．214～227
＜猪口話人の文学』（講談社・昭和41年8月）では、昭和7年12月26日執筆にな
っているが、初出誌の記載に従った。＞
＊新刊紹介：「武原惟人書簡集」
無署名
プロレタリア文化　3巻6号　1933年6・7月合併号
日本プロレタリア文化聯盟出版部
昭和8年8月5日印刷納本　8月20日発行
P．82
作家に関するノート：感想　有島武郎［全集1巻　斬憩・有島武郎］≪24≫
荒木信五　筆名
麺麹　2巻8号
塵麹社
昭和8年8
P 〜
??
??
20日印刷納本　9月1日発行（7月執筆）
?
＜『知識人の文学』（講談社・昭和41年8月）では、昭和8年9月17日執筆になっ
ているが、初出誌の記載に従った。＞
＊アンケート：批評無用論に裁て
荒木信五　筆名
麺超　2巻9号
麺麹社
昭和8年9月23日印掛納本　10月1日発行
P．37
＜「批評無用論に就て」のアンケートに対し、「文学批評のもつ性格については前に井
上良雄氏にみごとな労作があった。最近では『季刊・批評』第二革で亀井勝一郎氏がす
ぐれた解析をこころみてゐる。」という回答を寄せている。＞
＊自己批判について
荒木倍五　筆名
麺麹　2巻10号
麺塑社
昭和8年10月25日印刷納本　11月1日発行
P．73～78
－27・
寓大衆文学名作解題盲篇
日本文学講座14大衆文学篇
改造社
昭和8年11月10日印刷　昭和8年11月14日発行
P．273～380
＜「各縞の解題は、縞者が関係する明治文学談話会の会員諸氏の分担執筆に或るもので
ある。伊沢・井上・岩崎・内野・植革・片相・神崎・熊木・篠田・島崎・神保・中田・
伸町・土方・平野・広瀬・松原・山田・山室・山本・富野・渡辺の諸氏の労を多とした
い。」という木村毅の言があるが、平野藷の執筆項目は不詳。＞
§昭和9年（1934）
＊野上弥生子－それの序論として一
荒木信五　筆名
牽剋　3巻1号
麺数社
昭和8年12月18日印刷納本　昭和9年1月1日発行（昭和8年11月中旬執筆）
P．61～69
＊作品月評　麺塵（十二月）
荒木信五　筆名
麺塑　3巻1号
麺麹社
昭和8年12月18日印刷納本　昭和9年1月1日発行
P．86
＊新著批判：『社会主義レアリズムの問題』　この問題をはじめて読む人のために
荒木信五　筆名
読書　3巻1号　昭和9年1月号
白揚社
昭和8年12月10日印刷納本　昭和9年1月5日発行（昭和8年11月10日執筆）
P．60′｝62
＊新刊紹介
小林良雄
プ
???
???レタ
????
???
?????? 。?? 「芸術上のレアリズムと唯物論哲学」
3巻9号　1933年12月号
化聯盟出版部
日印刷納本　昭和9年1月8日如〒（昭和8年12月執筆）
随筆：手紙［全集4巻　「敗戦までの私」の中に全文引用されている。］
荒木信五　筆名
麺麹　3巻2号
－28－
麺兜社
昭和9年1月23日和樹納本　2月1日発行（昭和8年12月21日執筆）
P．54～55
9　若き日の手紙　中野重治に関する感想［全集1巻　中野重治に関する覚え書コ　≪24≫
荒木信五　筆名
痺飽　3巻11号　昭和9年11月号
麺麹社
昭和9年9月9日印刷　11月1日発行（7月22日執筆）
P．？～？
昭　ロ1　　　1935
文芸時評：島木健棒の評価について［全集1巻　島水棲作の評価について］
平野謙　筆名
進歩　2巻4号　昭和10年4月号
現代文化社
昭和10年3月20日印刷納本　4月1日発行（2月6日執筆）
P．54～58
§昭和11年（1936）
『断層』の性格について［全集1巻　久磯栄二郎『断層』の性格］≪10・24≫
松田康雄　筆名
批評　1巻1号　昭和11年7月創刊号
批評社
昭和11年7月5日印刷　7月10日発行（6月24日執筆）
P．11～22
＊縞覇後記
平野謙　筆名
批評　1巻1号　昭和11年7月創刊号
批評社
昭和11年7月5日印刷　7月10日発行
P．58
＜轟額後記の末尾に平野辞、山盛静の連名がある。＞
？＊締朝後記
平野裔　筆名
批評　1巻2号　昭和11年9月号
批評社
昭和11年9月9日印刷　9月1日発行
P．60
ー29－
？ なすなし［全集13巻　なすなし］≪31≫
松田康雄　筆名
批評　1巻3号　昭和11年10月号
批評社
昭和
P
???? 年？
??〜
???
日印刷　10月10日発行（昭和11年9月執筆）
§昭和12年（1937）
＜昭和12年3月創刊の雑誌アインテリゲンチャ』（近代書房）の中に、平野計が執筆
していることが、『現代日本文芸総貿』全3巻補巻1（明治文献・昭和43年1月25
日～昭和48年8月25日）の小田切進氏によって指摘されており、1巻1号（昭和
12年3月）と1巻2号（昭和12年4月）については訪査し、平野の執筆がないこと
を確認したが、それ以後のものについては、まだ確認できていない。＞
？＊高見順論
平野詳　筆名＜以後、すべて平野兼の筆名になるため、以下、インシャル以外の筆名は
省喝する。＞
批評　2巻3号　昭和12年6月号
批評社
昭和12年？月？日印刷　6月1日発行
P．17・～26
文学の現代的性格とその典型　一高見順論－［全集9巻　高見順I］≪2≫
人民文庫　2巻10号　昭和12年9月号
人民社
昭和12年8月16日印刷納本　9月1日発行（7月31日執筆）
P．133～151
＜末尾に（次号完結）とある。執筆日は、『現代作家論』（南北書園・昭和22年11
月）所収の「高見確論」に記載されている日付に従った。＞
？　人民文庫　2巻11号　昭和12年9月嘘時号
昭和12年9月？日印刷納本　9月5日発行
人民社
P．16～34
＜『人民文庫』2巻10号が発禁処分になったため、嘘時号として2巻11号が刊行さ
れたことが、『現代日本文芸総覚』の小田切進氏によって指摘されているが、まだ確認
できていない。＞
自然主義的人間観［全集1巻　自然主義的人間観］≪24≫
批評　2巻4号　昭和12年9月号
批評社??? ??????〜? 日印刷　9月5日発行（8月12日執筆）
初出誌では、昭和12年8月執筆となっているが、冒知識人の文学』（講談社・昭和
－30－
41年8月）の記載に従った。＞
文学の現代的性格とその典型（承前）一高見痛論－［全集9巻　高見膵日　≪2≫
人民文庫　2巻12号　昭和12年10月号
人民社
昭和12年9月17日印刺納本　10月1日発行（7月31日執筆）
P．100～113
＜東尾に（終）とある。執筆日は、『現代作家論』（南北書園・昭和22年11月）所
収の「高見確論」に記載されている日付に従った。＞
§昭和13　　1938
北醸民雄論－ひとつのノートとして－［全集9巻　北条民雄H　≪2≫
文芸首都　6巻5号
文芸首都社
昭和13年4月20日印刷　5月1日発行（4月8日執筆）
P．92～103
鳴治文学評論史の一約－『破戒』を凍る問題－［全集2巻　破戒］≪1・6・7・14
・19≫
学芸　73号終刊号　昭和13年11月号
学芸発行所
昭和13年10月20日印刷　11月1日発行（10月17日執筆）
P．128～146
＜執筆巨＝ま、『島崎藤村卦（筑摩書房北海道支社・昭和22年8月）所収の　r破戒論」
に記載されている日付に従った。＞
真船豊私論［全集8巻　真船豊コ　≪24≫
テアトロ　5巻12号　昭和13年12月号
テアトロ社
昭和13年11月29日印刷　12月10日発行（9月27日執筆）
P．50～63
＜初出誌では、昭和13年9月執筆となっているが、『知識人の文学』（講談社・昭和
41年8月）所収の「真舶豊私論」に記載されている日付に従った。＞
§昭和14年（1939）
伊藤整論はしがき［全集8巻　伊藤整H　≪2≫
早稲田文学　6巻2号　昭和14年2月号
早稲田文学社
昭和14年1月12日印刷納本　2月1日発行（昭和13年12月31日執筆）
P．113～117
－3ト
＊新刊批判：F希望峰』読後
椀　2巻5号　昭和14年5月号　第9号
大観彗
昭和14年4月28日印刷納本　5月15日発行（4月10日執筆）
P．65～66
高見順断片［全集9巻　高見傾Ⅱ］≪2≫
早稲田文学　6巻7号　昭和14年7月号
早稲田文学社
昭和14年6月12日印刷納本　7月1日発行（5月25日執筆）
P．57～61
＊ブック・レヴユウ：芹沢光治良　愛情の蔭
＜無署名＞
文芸　7巻7号　昭和14年7月号
改造社
昭和14年6月10日印刷納本　7月1日発行
P．266～267
』??????? ．『? 読後感
号　昭和14年本庄隆男追悼号　第11号
? 月5日印刷納本　8月15日発行（7月16日執筆）
6
9＊高見順『私の小説勉強』
作品倶楽部　1巻5号　昭和14年9月号
？　社
昭和14年？月？日印刷　9月1日発行
P．？～？
？＊『暗夜行路』発表年譜
文学草紙　1巻4号　昭和14年10月号
新文化社
昭和14年9月？日印刷　10月1日発行
P．？～？
＊縞集後記
＜（H）のイニシャル署名＞
構想　1巻1号　昭和14年10月創刊号
構想発行所
昭和14年9月25日印刷納本　10月1日発行
P．94
－32－
昭和15　（1940
＊古谷綱武著闘乍家の世界』読後
構想　2巻1号　昭和15年1月号
構想発行所
昭和14年12月25日印刷納本　昭和15年1月1日発行
P．99～100
＊文芸時評：「日本評論」「文芸」
現代文学　2号　昭和15年2月号
大観彗
昭和1
P
? ? ?
????〜???
18日印刷納本　1月21日発行
文芸時評：『新潮』ア日本評論』［全集1巻　人間偉業と文学偉業コ　≪4・10・24≫
現代文学　3号　昭和15年4月号
大観堂
昭和15年3月28日印刷納本　4月1日発行（1月25日執筆）
P．59～62
＜初出話には執筆日の記載はないが、『知識人の文学』（近代文庫社・昭和23年10
月）所収の「人間修業と文学修業」に記載されている日付に従った。＞
＊書評：井上友一郎『残夢』
現代文学　3巻4号　昭和15年5月号
大観堂
昭和15年5月9日印刷納本　5月13日発行
P．45′〉48
＊縞集後記
（H）のイニシャル署名
現代文学　3巻4号　昭和15年5月号
大観堂
昭和15年5月9日印刷納本　5月13日発行
P．97
＊河村直署　『大発明家の一生』を読む
日本学芸新聞　86号5面
昭和15年5月25日発行
新入文芸評論：中野重治断片［全集8巻　中野重治日　≪2≫
文芸　8巻7号　昭和15年7月号
改造社
－33－
り昭和15年6月10日印刷納本　7月1日発行（5月26日執筆）
P．168～171
＜初出誌には執筆日の記載はないが、『現代作家論』（南北書園・昭和22年11月）
所収の「中野重治論」に記載されている日付に従った。＞
ヽ．
中野豊治論［全集8巻　中野重治エコ　≪2≫
文学草紙　2巻7号　昭和15年7月号
新文化社
昭和15年9月9日印刷　7月1日発行（6月2日執筆）
P．？～？
＜執筆日は、『現代作家論』（南北書園・昭和22年11月）所収の「中野重治論」に
記載されている日付に従った。＞
?
????? ?．??
6号　昭和15年8月号
? 月25日印刷納本　7月28日発行
米国入室：言葉遣ひ
構想　2巻3号　昭和15年9月号
構想発行所
昭和15年
P． 〜
??
????
17日印刷納本　8月20日発行（7月31日執筆）
書評：中野重治著『中野重治随筆抄』［全集8巻　中野重治Ⅲ］≪2≫
現代文学　3巻7号　昭和15年9月号
大観堂
昭和15年8月25日印刷納本　8月28日発行（8月12日執筆）
P．54′〉58
＜初出誌には執筆日の記載はないが、『現代作家論』（南北書国・昭和22年11月）
所収の「中野豊治論」に記載されている日付に従った。＞
＊縞集後記
現代文学　8号　昭和15年10月号
大観堂
昭和15年9月27日印刷納本　9月30日発行
P　93
＊新刊書評：富永太郎の『黄昏麿』
日本学芸新聞　96号4面
昭和15年10月25日発行
一34－
文芸時評：尊書六と得能五郎［全集1巻　車壱六と得能五郎コ　≪4・10・24≫
現代文学　3巻9号　昭和15年11月貴
大観望
昭和15年10月28日印刷納水10月31日発行（10月10日執筆）
P．75～77
＜初出誌には執筆日の記載はないが、持口識人の文学コ（近代文庫社・昭和23年10
月）所収の「尊書六と得能五郎」に記載されている日付に従った。＞
文芸時評：自己の革新一私小説の問題－［全集1巻　自己革新についてコ　≪4・10・
24≫
都新聞　19040号　朝刊1面　文芸欄
昭和15年10月28日発行（10月25日執筆）
＜執筆巳は、開口請人の文学』（近代文庫社・昭和23年10月）所収の「自己革新に
ついて」に記載されている日付に従った。＞
文芸時評：絶望的対決一自己革新の精神－［全集1巻　自己革新について］≪4・10
・24≫
都新聞　19041号　朝刊1面　文芸欄
昭和15年10月29日発行（10月25日執筆）
＜執筆日は、『知識人の文学』（近代文庫社・昭和23年10月）所収の「自己革新に
つ－いて」に記載されている日付に従った。＞
文芸時評：一つの血藤一私的なものと公的なもの－［全集1巻　自己革新についてコ
≪4・10・24≫
都新聞　19042号　朝刊1面　文芸欄
昭和15年10月30日発行（10月25日執筆）
＜執筆日は、『知識人の文学』（近代文庫社・昭和23年10月）所収の「自己革新に
ついて」に記載されている日付に従った。＞
文芸時評：混濁と稀薄一作家精神の在りやうー［全集1巻　自己革新についてコ　≪4・
10・24≫
都新聞　19043号　朝刊1面　文芸欄
昭和15年10月31日発行（10月25日執筆）
＜執筆日は、『知識人の文学』（近代文庫社・昭和23年10月）所収の「自己革新に
ついて」に記載されている日付に従った。＞
文芸時評：苦渋の翳一「朝の風」に見る特殊の表情－［全集1巻　自己革新について］
〈4・10・24≫
都新聞　19044号　朝刊1面　文芸欄
昭和15年11月1日発行（10月25日執筆）
＜執筆日は、『知識人の文学』（近代文庫社・昭和23年10月）所収の「自己革新に
ついて」に記載されている日付に従った。＞
－35－
＊新刊批評：浅見淵著r現代作家三十人論ヱ
早稲田文学　7巻12号　昭和5年12月号
早稲田文学社
昭和15年11月12日印刷納本　12月1日発行
P．83～84
ちひさな思ひ出［全集2巻　小熊秀雄］≪38≫
現代文学　3巻11号　昭和15年12月小熊秀雄追悼号（臨時増刊）
大観堂
昭和15年12月27日印刷納本　12月30日発行
P．35～38
§昭和16年（1941）
文芸時評：一作家の個性－［全集1巻　作家の個性］≪4・24≫
文学者　3巻1号　昭和16年1月号
「文学者」発行所
昭和15年12月18日印刷納本　昭和16年1月1日発行（昭和15年11月20日
執筆）
P．252～257
＜初出誌には執筆日の記載はないが、『知識人の文学』（近代文庫社・昭和23年10
月）所収の「作家の個性」に記載されている日付に従った。＞
リアリズムの恵廃　技術のみ徒らに空転してゐる……［全集1巻　リアリズムの兢廃］
≪4・24≫
帝国大学新聞　841号　8面
昭和16年1月27日発行（1月10日執筆）
＜初出誌には執筆日の記載はないが、『知識人の文学』（近代文庫社・昭和23年10
月）所収の「リアリズムの恵廃」に記載されている日付に従った。＞
教養時評：文芸：犠牲の手柄　新入文学の台頭［全集1巻　婦人のための時評　犠牲の
手柄コ　≪4・24≫
婦人朝日　18巻2号　昭和16年2月号　通巻185号
朝日新聞社
昭和16年2月1日発行
P．172′〉173
＜青山毅縮「平野謙書誌」によれば、「犠牲の手柄」の初出は、『婦人朝日』昭和16
年1月号となっているが、2月号の誤りである。＞
＊故文
『高見順自選小説集』
竹村書房
昭和16年2月15日印刷　2月20日発行
－38・
P．292～295
教養時評：文芸：新入について［全集1巻　婦人のための時評　新人について］≪4・
24≫
婦人朝日　18巻3号　昭和16年3月号　通巻186号
朝日新聞社
昭和16年3月1冒発行
P，177～178
文芸時評：『虐げられし人々』について［全集1巻　宇虐げられし人々』覚え書］
現代文学　4巻2号　昭和16年3月号
大観堂
昭和16年3月10日印刷納本　3月15日発行
P．39～44
＜本文末尾に（未完）とある。＞
教養時評；文芸：＜無題＞［全集1巻　婦人のための時評　女流作家についてコ　≪4・
24≫
婦人朝日　18巻4号　昭和16年4月号　通巻187号
朝日新聞社
暗和16年4月1日発行
P．122
教養時評：文芸：＜無題＞［全集1巻　婦人のための時評　再び女流作家について］
≪4・24≫
婦人朝日　18巻5号　昭和16年5月号　通巻188号
朝日新聞社
昭和16年5月1日発行
P．181
文芸時評：知識人の文学（一）　宿命と特権［全集1巻　知識人の文学］≪4・10・
24≫
都新聞　19231号　朝刊1面　文芸欄
昭和16年5月9日発行（5月6日執筆）
＜執筆日は、『知識人の文学』（近代文庫社・昭和23年10月）所収の「知識人の文
学」に記載されている日付に従った。＞
文芸時評：知識人の文学（二）　広津氏と気質［全集1巻　知識人の文学］≪4・10
・24≫
都新聞　19232号　朝刊1面　文芸欄
昭和16年5月10日発行（5月6日執筆）
＜執筆日は、『知識人の文学』（近代文庫社・昭和23年10月）所収の「知識人の文
学」に記載されている日付に従った。＞
・37－
文芸時評：知識人の文学（三）　伊藤氏の秀作［全集1巻　知軍人の文学］≪4・10
・24≫
都新聞　19233号　朝刊1面　文芸欄
昭和16年5月11日発行（5月6日執筆）
＜執筆日は、開口請人の文学』（近代文庫社・昭和23年10月）所収の「知識人の文
学」に記載されている日付に従った。＞
＊教養時評：文芸：インテリ小説の問題
婦人朝日　18巻6号　昭和16年6月号　通巻189号
朝日新聞社
昭和16年6月1日発行
P．196
＊新人の特権一文学賞を繰って
帝国大学新聞　860号　8面
昭和16年6月9日発行
＊私小説の問題
文化日本　5巻7号　昭和16年7月号
日本文化中央聯盟
昭和16年6月25日印刷　7月1日発行（6月15日執筆）
P．50′｝55
＜末尾に［筆者・文芸批評家］とある。＞
文芸時評：一私小説の問題に寄せて－［全集1巻　私小説の問題］≪4・10・24≫
現代文学　4巻6号　昭和16年8月号
大観彗
昭和16年7月24日印刷納本　7月28日発行（6月30日執筆）
P．127′｝133
＜初出誌には執筆日の記載はないが、『知識人の文学』（近代文庫社・昭和23年10
月）所収の「私小説の問題」に記載されている日付に従った。＞
教養時評；文芸：私小説の問題［全集1巻　婦人のための時評　私小説の問題］≪4・
24≫
婦人朝日　18巻8号　昭和16年8月号　通巻191号
朝日新聞社
昭和16年8月1日発行
P．178′｝180
教義時評：文芸：文学と生活［全集1巻　婦人のための時評　文学と生活コ　≪4・24〉
婦人朝日　18巻9号　昭和16年9月号　通巻192号
ー38－
朝日新聞社
昭和16年9月1日発行
P．165～166
＊大波小波：最近の感想
都新問　19347号　朝刊1面
昭和16年9月2日発行
？＜表題不明＞［全集9巻　高見順Ⅲコ　≪2≫
『新日本文学全集6　尾崎士郎集』月報
改造社
昭和16年9月9日発行（8月15日執筆）
＜執筆
哉され
、?
??? 『現代作家論』（南北書園・昭和22年11月）所収の「高見確論」に記
﹇?付に従った。＞
新進作家論：伊藤整論［全集8巻　伊藤整Ⅱコ　≪2≫
新潮　38年10号　昭和16年10月号
新潮社
昭和16年9月11日印刷　10月1日発行（9月6日執筆）
P．42～45
＜初出誌には執筆日の記載はないが、『現代作家論』（南北貴国・昭和22年11月）
所収の「伊藤整論」に記載されている日付に従った。＞
＊文芸時評：′昭和の文学
現代　22巻10号　昭和16年10月号
大日本雄弁会講談社
昭和16年9月16日印刷納本　10月1日発行
P．129～133
教養時評：文芸：＜無題＞［全集1巻　婦人のための時評　作品評］≪4・24≫
婦人朝日　18巻10号　昭和16年10月号　通巻193号
朝日新聞社
昭和16
P．15
?
?
〜
?
???????
9＊文学者の確信について
早稲田大学新開
早稲田大学
＜青山毅氏縞≪著作目録補遺≫では、昭和16年10月9日発行となっているのに対し
て、杉野要吉氏の「平野藷の情報局時代をめぐって（下の二・完）一戦況の逆範と『転
向』－」（『群』昭和63年12月）では、昭和16年10月22日発行となっている
が、まだ確認できないでいる。＞
ー39・
広津和郎と散文芸術論［全集1替　歌文芸緒論の一駒］≪4・24≫
知性　4巻11号　昭和16年11月号
河出書房
昭和16年10月13日印刷　11月1日発行（10月3日執筆）
P．28～32
＜初出誌には執筆日の記載はないが、開口請人の文学』（近代文庫社・昭和23年10
月）所収の「散文芸棉論の一駒」に記載されている日付に従った。＞
教養時評：文芸：時局と芸術［全集1苛　婦人のための時評　時局と芸術］≪4・24〉
婦人朝日　18巻11号　昭和16年11月号　通巻194号
朝日新聞社
昭和16年11月1日発行
P．149～150
＜本文末尾に、（筆者　文芸評論家）とある。＞
文芸時評：政治と文学一統一への夢－［全集1巻　政治と文学］≪4・10・24≫
都新聞　19407号　朝刊1面　文芸欄
昭和16年11月2日発行（10月30日執筆）
＜初出誌には執筆日の記載はないが、『知識人の文学』（近代文庫社・昭和23年10
月）所収の「政治と文学」に記載されている日付に従った。＞
文芸時評：文学と自分一天道へ通じ得た小林秀雄－［全集1巻　政治と文学コ　≪4・
10・24≫
都新聞　19408号　朝刊1面　文芸欄
昭和16年11月3日発行（10月30日執筆）
＜初出誌には執筆日の記載はないが、『知識人の文学』（近代文庫社・昭和23年10
月）所収の「政治と文学」に記載されている日付に従った。＞
文芸時評；故郷の喪失一光太郎復興の拠点は此処－［全集1巻　政治と文学コ　≪4・
10・24≫
都新開　19409号　朝刊1面　文芸欄
昭和16年11月4日発行（10月30日執筆）
＜初出誌には執筆日の記載はないが、『知識人の文学』（近代文庫社・昭和23年10
月）所収の「政治と文学」に記載されている日付に従った。＞
文芸時評：回顧と対決一文学本質論の再検討へ－［全集1巻　政治と文学］≪4・10
・24≫
都新聞　19410号　朝刊1面　文芸欄
昭和16年11月5日発行（10月30日執筆）
＜初出誌には執筆日の記載はないが、撒口我人の文学芸（近代文庫社・昭和23年10
月）所収の「政治と文学」に記載されている日付に従った。＞
－40－
＊昭和十六年の文学を語る（座談会）
出席者　高木卓　大井広介　坂口軍書　井上友｝郎　平野諮　佐々木基一　宮内寒弥
（発言順）
現代文学　4巻10号　昭和16年12月尊
大観望
昭和16年11月27日印刷納本　11月30日発行（10月26日の日付）
P．32～53
＜座談会の小見出しは次の通りである。広津和郎氏　r流るる時代」「歴史と歴史の間」
「若い人達」、諷刺論、自己批判の問題、太宰治氏「新ハムレットJ r千代女j、北旗
武夫氏r献身」、堀辰雄氏「菜種子」、丹羽文雄氏「怒涛」「書簡の入J r暁闇」、中
山義秀氏「四人」、火野葦平氏の作品、全史良氏・張　庸氏、中村地平氏「長音国漂流
記」井伏鱒二氏「西金の渡番」、田畑健一郎氏　r医師高蘭房一氏」、六魔卓氏「波風瀬
川J、高見順氏の文学非力説、志賀直哉氏「早春の薪」「淋しき生涯」、結語。＞
＊文芸：人間的魅力について
婦人朝日　18巻12号　昭和16年12月号　通巻195号
朝日新聞社
昭和16年12
P．135
?
〜
??1日発行
??
＊現代文学雑記：自戒
現代文学　5巻1号　昭和17年新年号
大観堂
昭和l
P．1
?
??????????
§昭和17年（1942）
日印刺納本　12月28日発行
文芸時評：回顧と展望［全集1巻　婦人のための時評　回顧と展望コ　≪4・24〉
婦人朝日　19巻1号　昭和17年1月号　通巻196号
朝日新聞社
昭和17年1月1日発行（昭和16年11月25日執筆）
P．65
書評；自由と必然　小林秀雄著ア歴史と文学』（創元社刊）［全集8巻　小林秀雄‖
≪2≫
文学界　9巻1号　昭和17年1月号
文芸春秋社
昭和16年12月22日印刷　昭和「7年1月1日発行（昭和16年12月7日執筆）
P．54～57
＜初出誌には執筆日の記載はないが、ア現代作家論』（南北書討・昭和22年11月）
所収の「小林秀雄論j　に記載されている日付に従った。＞
＊新しき文学の道　自己の宿命
ー4ト
新潮　39年1号　昭和17年1月号
新潮社
昭和16年12月22日印刷　昭和17年1月1日発行
P．32′〉33
＊大波小波：作家の現地報告
都新聞　19493号　朝刊6面
昭和17年1月27日発行
▼
＊往復書簡　返信、返信（第二）
現代文学　5巻2号　昭和17年2月号
大観望
昭和17年1月28日印刷納本　1月31日発行
P．66～69、P．73～74
＜宮内寒弥からの二道の往簡（第一倍、第二信）に対し、平野兼が、「返信」P．66
～69、及び「返信（第二）」P．73～74という二つの復暦を書いている。＞
ネ人生の従軍記者
新潮　39年2号　昭和17年2月号
新潮社
昭和17年1月22日印刷　2月1日発行
P ll～17
＊時評：文芸：戦争と文学者
婦人朝日　19巻2号　昭和17年2月号　通巻197号
朝日新聞社
昭和17年2月1日発行
P．81
＜文学者愛国大会、伊藤整の「劇場で」という二つの小見出しがついている。＞
＊大東亜戦争下の文学者：十二月八日のこと
現代文学　5巻3号　昭和17年3月号
大観堂
昭和17年2月25日印刷納本　2月28日発行
P．29～31
時評：文芸時評：「夕焼」の作者［全集1巻　婦人のための時評　アタ焼』の作者コ
≪4・24≫
婦人朝日　19巻3号　昭和17年3月号　通巻19ノ8号
朝日新聞社
昭和17年3月1日発行
P．81
－42－
＊対談　文芸時評≪33≫
平野謙　伊藤整
文芸　10巻3号　昭和17年3月号
改造社
昭和17年2月23日印刷納本　3月1日発行
P．98～110
文芸時評：一文学者的思考について－［全集1巻　文学者的思考についてコ　≪4・10
・21．．、
現代文学　5巻4号　昭和17年4月号
大鶴堂
昭和17年3月28日印刷納本　3月31日発行（3月6日執筆）
P．34～42
＜初出託には執筆日の記載はないが、開口請人の文学よ（近代文庫社・昭和23年10
月）所収の「文学者的思考について」に記載されている日付に従った。＞
文芸時評：二人の女流作家［全集1巻　婦人のための時評　二八の女流作家］　≪　4・
24≫
婦人朝日　19巻4号　昭和17年4月号　通巻199号
朝日新聞社
一昭和17年4月1日発行
P　65
文壇の表情　最近の文芸時評より［全集1巻　文壇の表情コ　≪4・24≫
日本読書新聞　195号　1面
昭和17年4月13日発行（4月10日執筆）
＜初出紙には執彗日の記載はないが、『知識人の文学』（近代文庫社・昭和23年10
月）所収の「文壇の衷情」に記載されている日付に従った。＞
＊四月の作品『帰去来』その他
現代文学　5巻5号　昭和17年5月号
大観堂
昭和17年4月27日印刷納本　4月30日発行
P．66～67
＠平野謙氏玉案下
宮内寒弥
現代文学　5巻5号　昭和17年5月号
大観堂
昭和17年4月27日印刷納本　4月30日発行（4月8日執筆）
P．40～41
現代文学；作家論の性格［全集1巻　作家論の性格］≪4・10・24≫
－43－
読書ノ＼　2巻5号　昭和17年5月号
東京堂
昭和1
P．4
????????〜???
日印利納本　5月1日発行（4月15日執筆）
＜本文末尾に－筆者は情報局嘱託－とある。初出紙には執筆酎り記載はないが、ア知識
人の文学』（近代文庫社・昭和23年10月）所収の「作家論の性格上　に記載されてい
る日付に従った。＞
長篇小説時評（1
???
滴野の「若い盲」［全集1巻‾　長篇小説時評コ　≪4・24≫
都新聞　19606号　朝刊6面　文芸欄
昭和1 ?????
??
発行（5月20日執筆）
＜初出紙には執筆日の記載はないが、開口請人の文学』（近代文庫社・昭和23年10
月）所収の「長篇小説時評」に記載されている日付に従った。＞
長篇小説時評（2）　評価の二重性［全集1巻　長篇小説時評コ　≪4・24≫
都新聞　19607号　朝刊6面　文芸欄
昭和ユ7年5月22日発行（5月20日執筆）
＜初出紙には執筆日の記載はないが、持口我人の文学』（近代文庫社・昭和23年10
月）所収の「長篇小説時評」に記載されている日付に従った。＞
長篇小説時評（3）　宥和の試み［全集1巻　長篇小説時評コ　≪4・24≫
都新聞　19608号　朝刊6面　文芸欄
昭和17年5月23日発行（5月20日執筆）
＜初出紙には執筆日の記載はないが、『知識人の文学』（近代文庫社・昭和23年10
月）所収の「長篇小説時評」に記載されている日付に従った。＞
長篇小説時評（4）　文学の時局性［全集1巻　長篇小説時評］≪4・24≫
都新聞　19609号　朝刊6面　文芸欄
昭和17年5月24日発行（5月20日執筆）
＜初出紙には執筆日の記載はないが、開口我人の文学』（近代文庫社・昭和23年10
月）所収の「長篇小説時評」に記載されている日付に従った。＞
針一問一答：丹羽文雄は何を考へてゐるか
杉山真横　平野謙　井上友一郎　佐々木基一　野口富士男　赤木俊　高木卓　坂口安吾
大井広介　宮内寒弥
現代文学　5巻6号　昭和17年6月号
大観堂
昭和17年5月25日印刷　5月28日発行
P．2～6＜平野兼の担当は、P．3＞
現代文学：最近の小説［全集1巻　最近の小説］≪4・24≫
読書人　2巻6号　昭和17年6月号
東京堂
一報－
昭和17年5月24日印刷納本　6月1日発行（5月15日執筆）
P．49～50
＜本文末尾に一筆者は情報局嘱託－とある。初出紙には執筆日の記載はないが、悶打請
人の文学』（近代文庫社・昭和23年10月）所収の「作家論の性格」に記載されてい
る日付に従った。＞
＊文芸時評：歴史文学について
婦人朝日　19巻6号　密和17年6月号　通巻201号
朝日新聞社
昭和17年6月1日発行
P．65
＜歴史への志向、最近の歴史文学、丹羽文雄の「勤王届出」、橋本英吉の「系図」、伊
藤整の歴史文学論という五つの小見出しがついている。＞
＊大波小波：犠牲の手柄
都新聞　19639号　朝刊6面
昭和17年6月23日発行
＊文芸時評：く無題＞≪2≫
現代文学　5巻7号　昭和17年7月号
大観堂
昭和17年6月25日印刷納本　6月28冒発行（5月30日執筆）
P．11～13
＜平野兼の担当は、坂口安吾の「真珠」についてである。初出誌には執筆日の記載はな
いが、㌘現代作家論J（南北書園・昭和22年11月）所収の「坂口安吾論」に記載さ
れている日付に従った。＞
＠『現代文学』　文壇トピック（滞）
久振りに帰郷した平野兼、よもや童話のあげく、母御が尋ねるには「小林の息子
さんも評論かきになっておいでだきうな、名前をきいたことないだらうね」との
こと、小棒といふのは遠縁で疏気に記憶がある。は．て「何といふ入な．の」と問ひ
かへしてみると「小林の……さう、さう、秀雄さんだよ」一此処にはしなくも当
代の二大評論家の姻戚関係が判明した。この話をきき伝へた平野の友人ども、異
口同音に「ウーム、成程なあ」としばし唸ったとか。
現代文学　5巻7号　昭和17年7月骨
太観望
昭和17年6月25日印刷納本　6月28日発行
P．30
＊座談会：歴史文学を中心に本年度上半期を語る
出席者　平野謙　井上友一郎　佐々木基一　大井広介　宮内寒弥　堀口安吾　高木卓
檀一雄　南川潤　赤木俊　杉山英樹
現代文学　5巻7号　昭和17年7月号
大観堂
昭和17年6月25日印刷納本　6月28日発行
一45・
？．74～85
＜座談会の小見出しは次の通りである。「物指」に表れた作家批評家の喰遠ひ、素人文
学讃美大反対、歴史小説を積って、半島大陸の文学、上林暁の世界。＞
現代文学：随筆文学について［全集1巻　随筆文学について］≪4・24≫
読書人　2巻7号　昭和17年7月号
東京堂
昭和17年6月23日印刷納本　7月1日発行（6月15日執筆）
P．54～56
＜本文末尾に一筆者は情報局嘱託－とある。初出誌には執筆白の記載はないが、『知識
人の文学』（近代文庫社・昭和23年10月）所収の「随筆文学について」に記載され
ている日付に従った。＞
戦争と文芸：歴史を乗りきる風雲児：大東亜戦争下・作家の面貌［全集1巻　戦争と文
学］≪4・24≫
帝国大学新聞　908号　6面
昭和17年7月6日発行
？ 小林秀雄と岩上順一［全集8巻　小林秀雄Ⅱコ　≪2≫
法政大学新聞
昭和17年7月20日発行（7月16日執筆）
＜執筆日は、『現代作家論』（南北書園・昭和22年11月）所収の「小林秀雄論」に
記載されている日付に従った。＞
＠特華　作家からみた新鋭批評家：平野謀の拠点
宮内寒弥
現代文学　5巻8号　昭和17年8月号
大観彗
昭和
P．
?
???【???〜?? 日印刷納本　7月28日発行
＊風のたより
現代文学　5巻8号　昭和17年8月号
昭和17年7月25日印刷納本　7月28日発行
P．68～69
＜「高見順穣」で始まる書簡形式の文葦。目次には、「南方派遣の作家に零す」という
特集の一つとして、「高見順様……平野謙」と出ている。＞
＊文芸時評；文学報図会の結成
婦人朝日　19巻8号　昭和17年8月号　通巻203号
朝日新聞社
昭和17年8月1日発行
P l11
－46－
＊現代文学：国民文庫の設立　むづかしい作品蓮定一先づ五ケ輝の戒律を一
日本読書新聞　213号　3面
昭和17年8月17日発行
＊大波小波：近代の克月艮
都新聞　19708号　朝刊6面
昭和17年8月31日発行
＊文芸雑誌　九月号　雑誌月評：〟近代の超克”について
日本読書新聞　217号　2面
昭和17年9月14日発行
＠消息（欄）
平野諸氏　「志賀直哉論」を三笠書房より近刊。
現代文学　5巻10号　昭和17年10月号
大観堂
昭和17年9月25日印刷納本　9月28日発行
P．15
＊対談：文芸評論家列伝
平野謙　大井広介
文芸　10巻10号　昭和17年10月号
改造社
昭和17年9月25日印刷納本　10月1日発行
P．85～91
＠消息（欄）
平野諌氏　某書房書き下ろし作家論は、年内の執筆覚付かない由。（註。近来公
私多薦で、原稿は容易に書けぬ由。）
現代文学　5巻11号　昭和17年11月尊
大観望
昭和17年10月25日印刷納本　10月28日発行
P．19
＊大家の動員…『八雲』第一蝉を読む
知性　5巻11号　昭和17年11月号　図士のこころ（特蛸）
河出書房
昭和17年10月20日印刷　11月1日発行
P．94～95
＊縮朝覚え書
－47－
高見腰『文芸随感よ
河出書房
昭和17年11月1日印刷　11月10日発行
P．319～322
§昭和18年（1943）
＠消息（滞）
平野諸氏　この程勤務先を辞任文筆に専念するとの噂は、全くの誤伝の由。
現代文学　6巻2号　昭和18年2月貴
大観望
昭和18年1月25日印刷　1月28日発行
P．8
＠消息（欄）
平野黄氏　月末名古屋伊勢方面に旅行した。
現代文学　6巻4号　昭和18年4月号
大観堂
昭和18年3月25日印刷　3月28日発行
P．31
文芸雑誌　四月号：専門家の問題　赤木俊「藤村と潤一郎j　に感服［全集1巻　専門家
とディレッタントコ　≪4・24≫
日本読書新聞　245号　3面
昭和18年4月17日発行（4月15日執筆）
＜初出紙には執筆日の記載はないが、『知識人の文学』（近代文庫社・昭和23年10
月）所収の「専門家とディレッタント」に記載されている日付に従った。＞
＠読者の貢（欄）
平野漬氏は最近何も発表されませんが何故ですか。元来同人雑誌の月極購読とい
ふものは所属同人の彦触れによって読むものです。半年に一度位は何か発表して
頂きたいのですが－。（名古屋、八高生）
現代文学　6巻5号　昭和18年5月号
大観堂
昭和18年4月25日印刷　4月28日発行
P．49
＠消息（欄）
平野諸氏　現職の傍ら文化学院講師に就任した。
現代文学　6巻5号　昭和18年5月号
大観堂
昭和18年4月25日印刷　4月28日発行
P．70
－48－
青春の文学［全集8巻　中野寛治Ⅳコ　≪2≫
新潮　40年6号　昭和18年6月号
昭和18年5月22日印刷．6月1日発行（5月12日執筆）
P．48～53
二人のすがた［全集2巷　ふたりのすがたコ　≪1・14・19≫
文芸　11巻6号　昭和18年6月号
昭和18年5月25日印刷納本　6月1日発行（5月16日執筆）
P．49～51
＜初出誌には執筆日の記載はないが、『島崎藤村』（筑摩書房北海道支社・昭和22年
8月）所収の「ふたりのすがた」に記載されている日付に従った。＞
新人登場の駐路：世代の喪失［全集1巻　世代の喪失コ　≪4・24≫
東京新聞　289号　朝刊3面
昭和18年7月18日発行（4月25日執筆誉）
＜菅山毅痛「平野諌音読」に‘よれば、r世代の喪失」の初出は、昭和16年7月18日
付の悶昭開削　となっているが、これは昭和18年7月18日付の『東京新聞』の誤り
である。初出紙には執筆日の記載はなく、F知識人の文学』（近代文庫社・昭和23年
10月）所収の「世代の喪失」に記載されている日付に従えば、昭和16年4月25日
ということになるが、これも18年である可能性が高いと思われる。＞
ま解説≪2≫
F三代名作全集・高見頒集』
河出書房
昭和18
P　38
????????? 日印刷　7月20日発行（5月26日執筆）
＊座談会　文学を語る
出席者（発声牒）檀一雄　平野斉　大井広介　田辺茂一　井上友一郎
現代文学　6巻8号　昭和18年8月号
大観堂
昭和18年7月25日印刷　7月28E】発行
P．2～ユ5
＊新しき知性の改善－「近代の超克」（知的協力会議）
東京新聞　346号　夕刊4葡
昭和18年9月13日発行
米アンケート：本年度新人について
文芸　11巻12号　昭和18年12月号
改造社
昭和18年11月25日印刷納本　12月1日発行
P．61
一49－
小林秀雄と正宗白鳥［全集8巻　小林秀雄Ⅲコ　≪2≫
現代文学　7巻1号　昭和19年1月号
大観堂
昭和18年12月25日印刷納本　12月28日発行（11月30日執筆）
P．53～58
＜本文末尾に昭和18年11月とあるが、執筆日は、F現代作家論ゴ（南北書園・昭和
22年11月）所収の「小林秀雄論」に記載されている日付に従った。＞
ウ文学の近代性［全集1巻　文学の近代性］≪4・10・24≫
＜初出未詳＞
（昭和18年12月10日執筆？）
§昭和19年（1944）
＊アンケート：勤労報国隊結成式の印象
文学報国　13号　3面
昭和19年1月1日発行
真実の歴史批判－18年度最大の項目－［全集2巻　わたくしごとコ　≪1・14・19≫
文学報国　14号　2面
昭和19年1月10日発行（昭和18年12月23日執筆）
＜初出紙には執筆日の記載はないが、『島崎藤村』（筑摩書房北海道支社・昭和22年
8月）所収の「わたくしごと」に記載されている日付に従った。＞
＊書窓：明治の精神
東京新聞　52－6号　朝刊4面
昭和19年3月13日発行
文芸時評：遺著ふたつ一作家の華、不幸に就て－［全集1巻　連署ふたつ］≪4・24≫
文学報国　25号　2面
昭和19年5月10日発行（5月5日執筆）
＜初出紙には執筆日の記載はないが、『知識人の文学ヱ（近代文庫社・昭和23年10
月）所収の「遺著ふたつ」に記載されている日付に従った。＞
§昭和20年（1945）
＜発表著作はないが、昭和20年12月12日付で「新生論」を脱稿している。＞
ー50－
